腸管出血性大腸菌（EHEC）O157食中毒の3事例
福井県衛生環境研究センター　○永田暁洋、山崎史子、石畒史
[はじめに]福井県内において、2008年の4月、7月および8月にEHEC O157(VT1+2)(以下O157と略)による集団食中毒が発生したので、その概要を報告する。
[事例1]2008年4月4日、5日にO157の届け出がされた患者AおよびCは、3月27日、28日に同一焼肉店(X店)で同一日に仕入れられた生レバー、ホルモン等を喫食していた。その後、当センターで実施した同行者等41名の糞便検査では、患者Aの同行者1名(B)および患者Cの同行者1名(D)からO157が検出された。また、4月10日にO157の届け出がされた患者Eも3月29日にX店で生レバー、ホルモン等を喫食していた。　
　患者A～E由来株のXbaⅠ処理によるパルスフィールド・ゲル電気泳動(PFGE)パターンは、パターン1(A、B由来1株およびD由来2株)、パターン2(D由来1株)、パターン3(B由来2株、C由来1株およびE由来1株)の 3パターンが確認された。いずれのパターンも1バンド違い、類似度は93%以上で近縁株と思われた。
[事例2]2008年7月16日にO157の届け出がされた患者Fは、7月5日に焼肉店(Y店)で生レバー、ホルモン等を喫食しており、同日にY店を利用した別のグループ3名にも同様に症状があった。その後、当センターで実施した同行者等35名の糞便検査では、患者Fの同行者1名(G)、Y店の従事者4名中2名(H、I)およびHの家族1名(J)から、O157が検出された(H、IおよびJもY店の肉類を喫食していた)。また、同地域で7月14日にO157の届け出がされた患者K、LおよびL の同行者1名(M) は7月4日～6日にY店で生レバー、ホルモン等を喫食していた。さらに、同地域で7月10日、14日にO157の届け出がされた患者NおよびOは7月5日、6日にそれぞれ別の飲食店で牛さし、ホルモン等を喫食していたが、仕入れ先はY店と共通であった。
F～O由来のO157 10株のPFGEパターンは同一で、結果として、散発の6グループ10名から同一のPFGEパターンを示す株が検出されたこととなった。
[事例3]2008年8月30日にO157の届け出がされた2名は、8月23日にバーベキューに参加しており、参加者53名のうち10名が腹痛、下痢等の症状を呈していたことが判明した。その後、医療機関には有症者4名が受診し、2名からO157が検出された。また、当センターで実施したバーベキュー喫食者45名の糞便検査では、有症者4名中1名および無症者41名中7名からO157が検出された。医療機関の検査結果も併せると51名中12名が陽性となった（2名は検査未実施）。同時期の近隣地域で発生した3件の散発事例由来3株およびバーベキュー関連の11株、計14株のPFGEパターンは4パターンに分けられたが、類似度は93％以上で近縁株と思われた。
[まとめ]事例2の10株および事例3の11株（バーベキュー関連9株、散発2株）は、国立感染症研究所のPFGE解析により、2006年～2008年に富山・石川・福井を中心に14府県市で検出されている株と同一パターン（No.b142）であると判定され、広域的な汚染が続いていると示唆された。また、3事例でO157が検出された者のほとんどは、生あるいは加熱不足の食肉類を喫食していたことから、県は焼肉店など食肉提供施設に対する監視指導の強化、および一般消費者に対して食肉の生食など喫食方法に関する注意喚起を行った。
